
じょうえつ市議会だより 2026秋15

　
　
愛
着
形
成
は
、
乳
幼
児
と
養
育
者
と
の
間
に
育
ま

れ
る
安
心
と
信
頼
の
絆
で
あ
り
、
そ
の
後
の
人
生
を
支

え
る
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
安
定
し
た
愛
着
形
成

の
た
め
に
は
乳
幼
児
期
の
親
子
の
関
わ
り
が
重
要
と
考

え
る
が
、
市
は
愛
着
形
成
の
重
要
性
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。
ま
た
、「
０・
１・
２
歳
の
間
は
保
育
施
設
を

利
用
せ
ず
、
家
庭
で
子
育
て
を
す
る
」
と
い
う
選
択
を
、

子
育
て
支
援
の
中
で
ど
う
位
置
付
け
て
い
る
か
。

　
　
愛
着
形
成
は
、
乳
幼
児
期
の
子
供
の
経
験
が
、
そ

の
後
の
人
間
関
係
や
心
の
安
定
の
土
台
と
な
る
も
の
と

さ
れ
、
子
供
の
健
や
か
な
育
ち
に
と
っ
て
、
大
変
重
要

な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
市
で
は
、
乳
幼
児
健
診
等

で
、
子
供
か
ら
の
サ
イ
ン
に
保
護
者
が
丁
寧
に
応
え
る

こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
る
。
家
庭
で
育
児
を
す
る

か
保
育
園
を
利
用
す
る
か
は
、
各
家
庭
の
実
情
や
考
え

方
に
よ
る
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
、
愛
着
を
育
み
な
が

ら
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
支
援
に
努
め
て
い
る
。

　
　
親
が
保
育
園
で
子
供
と
１
日
過
ご
す
保
育
士
体
験

は
、
親
子
の
育
ち
合
い
や
園
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
る

活
動
で
あ
る
。
公
立
保
育
園
で
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
保
育
園
で
の
子
供
の
様
子
や
保
育
士
の
関
わ
り
方

を
、
保
護
者
が
よ
り
深
く
知
る
機
会
と
な
り
、
保
護
者

と
保
育
士
の
相
互
理
解
を
深
め
る
と
考
え
る
。
安
全
や

保
育
活
動
へ
の
影
響
等
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
市
の
取
組
状
況
や
効
果
、
課
題
等
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

　
　
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の
付
加
価
値
向
上
や
、

地
域
外
・
海
外
需
要
を
獲
得
す
る
た
め
の
国
の
地
域
未

来
戦
略
と
し
て
県
が
進
め
る
、
地
場
産
業
成
長
プ
ラ
ン

に
「
上
杉
謙
信
公
を
核
と
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
」

を
当
市
が
提
案
し
た
背
景
と
狙
い
は
何
か
。

　
　
謙
信
公
生
誕
５
０
０
年
や
妙
高
リ
ゾ
ー
ト
開
発
を

好
機
と
し
て
、「
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ　

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ　

ｉ
ｎ　

Ｊ
ｏ
ｅ
ｔ
ｓ
ｕ
」の
取
組
を
推
進
し
、民
間

事
業
者
の
機
運
醸
成
と
地
域
観
光
産
業
の

成
長
を
後
押
し
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
　
市
内
各
地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
観
光
振
興
や
、

広
域
観
光
へ
と
展
開
す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
官
民
が
連
携
し
て
旅
行
事
業
者
や
商
品
を
増
や
し
、

市
内
全
域
の
観
光
資
源
の
活
用
と
広
域
連
携
を
進
め
る
。

空
き
家
の
適
正
管
理
と
対
策
強
化
は
待
っ
た
な
し
！

　
　
危
険
な
空
き
家
等
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

　
　
市
内
に
は
特
定
空
家
等
が
２
６
１
件
、
管
理
不
全

空
家
等
が
６
６
６
件
あ
る
。
管
理
は
所
有
者
の
責
任
で

適
切
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
基
本
だ
が
、
市
も
危
険
性
や

緊
急
性
、
周
辺
へ
の
影
響
を
総
合
的
に
判
断
し
、
法
令

等
に
基
づ
く
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
適
切
に
対
応
す
る
。

　
　
除
却
支
援
の
制
度
を
拡
充
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
現
行
制
度
に
よ
る
除
却
実
績
は
51
件
あ
る
が
、
制

度
の
実
効
性
や
利
用
状
況
を
検
証
す
る
中
で
、
効
果
的

な
支
援
制
度
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
諸
物
価
の
高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス

ト
の
上
昇
に
加
え
、
Ｊ
Ａ
全
農
が
示
し
た
令
和
８
年
産

米
の
仮
渡
金
が
４
割
下
落
し
、
新
米
の
店
頭
価
格
も
安

い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
農
業
経
営
に
大
き
な
不
安
が
広

が
っ
て
い
る
が
、
影
響
を
ど
う
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
肥
料
や
燃
料
、
農
業
機
械
の
維
持
管
理
に
要
す
る

経
費
な
ど
、
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
に
加
え
て
、
コ
メ
の

販
売
代
金
が
確
定
す
る
前
の
当
面
の
収
入
と
な
る
令
和

８
年
度
の
仮
渡
金
が
厳
し
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
は
、

次
年
度
の
経
営
計
画
を
立
て
る
上
で
影
響
を
及
ぼ
す
可

能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
の
追
加
払
い
を

含
め
、
コ
メ
を
取
り
巻
く
状
況
の
中
で
実
態
が
見
え
て

く
る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
現
時
点
で
は
収
入
や
経
営

へ
の
影
響
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
　
コ
メ
農
家
の
安
定
経
営
を
支
え
る
た
め
、
政
府
備

蓄
米
の
大
幅
な
買
い
戻
し
を
国
に
要
望
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
買
戻
し
は
全
国
知
事
会
な
ど
が
要
請
し
て
お
り
、

今
後
の
国
の
対
応
や
議
論
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

　
　
市
独
自
で
農
家
の
支
援
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

　
　
市
独
自
の
支
援
は
考
え
て
お
ら
ず
、
既
存
の
融
資

制
度
の
周
知
に
努
め
る
。
現
時
点
で
は
、
今
後
の
影
響

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
相
談
対
応
を
行
う
。

　
　
地
元
産
米
の
販
路
・
需
要
の
拡
大
策
は
ど
う
か
。

　
　
地
産
地
消
の
推
進
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と
し

て
の
活
用
、
都
市
生
協
を
通
じ
た
販
売
等
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
も
需
要
の
下
支
え
に
努
め
て
い
く
。

上
野　
公
悦（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

コ
メ
作
り
農
家
の
持
続
可

能
な
経
営
の
た
め
支
援
を

ス
ト
ラ
ッ
ト
ン
恵
美
子（
久
比
岐
野
）

謙
信
公
生
誕
５
０
０
年
に

向
け
上
越
の
強
み
を
磨
く

渡
邉　
希
（
参
政
党
）

愛
着
形
成
の
重
要
性

市
の
認
識
は
ど
う
か
？
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